




III.むすび

本研究の研究期間は2年であり,本年で終了したので,研究成果には不十分な所も多々ある

が,しかし研究成果に基づいて幾つかの重要な問題点が明らかになったであろう。

先ず小児の人工呼吸器使用人口はこれからも増加の一途を辿り,特に在宅療法が一般化す

ると思われる。それに対し,呼吸器そのものの供給や医療費の問題を含め,支援体制をどう

するか,具体的な望ましいあり方は何か,など今後検討されるべき課題も多い。また様々な

障害児に対する家庭での支援の一環として day care 的なアプローチを広く行うことが必

要と考えられる。

聴覚と視覚を比較した場合,後者の方が問題が複雑で,対策が遅れている印象を受ける。胎

児医療,遺伝相談,モニタリングについては,プライバシーその他倫理的問題の解決が今後

重要になると考えられる。


